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日本電気株式会社

外資系ベンダー、日系セキュリティベンダーを経て、2015年より日本電気株式会社。

2002年より標準化活動を開始。情報セキュリティ、サイバーセキュリティ領域を中心に、デジュール標準、地域標準、国内規
格等の標準開発や国際機関でのグローバル議論に参画。

（ITU・APT関連）

2008年〜 ITU-T SG17  課題3ラポータ

ASTAP EG IS議長

2011年〜 ITU-D SG2 課題3 副ラポータ （2021年まで）

2018年〜 ASTAP WP3議長

2022年〜 ITU-T TSAG副議長

2022年10月 ITU WISE* Leadership Award受賞 *The ITU Women in Standardization Expert Group

その他、総務省 情報通信審議会 情報通信技術分科会 ITU部会 専門委員、同部会 電気通信システム委員会 副主査 等

講師略歴

永沼美保

デジタルトラスト推進部 上席プロフェッショナル

（兼）レギュレーション調査室 室長
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国際標準を取り巻く環境

◆標準化議論の対象は技術仕様から、「サービス、アーキテクチャ、フレーム

ワーク、マネジメント」へ拡大

◼社会システム、組織ガバナンス、環境、SGDs、倫理等のトピックも議論の対象

◼With/Postコロナに向けた新領域への拡大

◆それに伴い、ステークホルダー・プレイヤーも拡大

◼ 2010年代以降からの中国の急激な台頭

◼途上国からの参加も増加

◼役職者ポストが争奪戦になるケースも発生

◆新たな要求に答えるため、各組織におけるルールが頻繁にアップデート

国際標準化を取り巻く環境はこの10年で激変
時代に即したマインドセットで国際対応できる人材の育成が必須
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◆国内では国際動向分析に基づき日本の課題を抽出、各所での共通課題が見られる

◼次世代人材の育成

◼主要組織における幹部職、リーダーシップ職、

参加者数の増大に向けた施策

日本における課題

総務省｜ICT利活用の促進｜
高度ICT人材の育成 (soumu.go.jp)

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/kousou/2021/dai7/siryou1.pdf

標準化に関する懇談会を開催しました （METI/経済産業省）
資料より

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/joho_jinzai/
https://www.meti.go.jp/press/2019/06/20190626007/20190626007.html
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1. デジュール標準においても、議論の領域の重複が課題

◼主管と協調の線引きがより難しくなっており、より多くの場での交渉の参加が必要

◼参加者は、それぞれの交渉場所が求めるルールや手順等の幅広い熟知やリエゾンの理解が必要

2. 標準化のタイミングの見極めが必要

◼ 標準どのように使うかの戦略的目的によりタイミングの見解が分かれる

◼ 自組織での市場動向と標準化のタイミングの見極めが求められる

3. 参加者の多様化に伴い、意見の対立の場面が増加

◼各者の思惑・見解の違いによる、意見の対立が増加している

◼現場での対応には、高度なスキルや影響力が求められる

4. 2010年代後半より、ステークホルダー・プレイヤーへの多様性促進の動きが急

激に加速

◼多様性促進のための新たな取組やルールが導入されるケースが増えている

◼海外のステークホルダーの多様化の流れは確実。日本からの参加者も多様性を求められると同

時に、多様なステークホルダーへの対応が今後新たな課題

新たに求められる課題と対応
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これからの人材は、
従来の専門領域の知識・標準化の手順・ルールの理解に加え、
自組織の標準化戦略と事業戦略の理解、国際的な動向の把握、

多様な人材との国際交渉スキルがより求められます

これらを支える育成プログラムが必要です
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ホットトピック

多様性の促進

• ジェンダー間格差解消
→ 女性参加と活躍

の促進
（主に4,5,10）

• 年代の多様化
→ 若者の参加促進

環境対策
（主に7,9,12,13）

格差解消
多様なステークホルダー

間での格差解消
（All)
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TU-T 決議55（ITU-Tにおけるジェンダー公平性の推進）により、ITU-Tの全活動にジェンダー視点

を含めTU-T活動およびリーダーシップ役割への女性の積極的な参加を促進

Women in Standardization Expert Group （WISE）

https://www.itu.int/net4/mob/wise/

TSB局長のもとで、女性
の標準化参加のための議
論、統計の提供や、メン
タープログラムの運営を
行う

議長はRim Belhassine-
Cherif氏（チュニジア、
右下写真の右側）、
副議長はHyoung Jun 
Kim氏（韓国）
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1. Opening挨拶

2. オーストラリア国連大使の基調講演
オーストラリア–ITUの覚書締結

3. カメルーン通信大臣 挨拶

4. 表彰式：影響力、継続性、リーダーシップからの貢献者
への表彰

5. 基調講演 『新しいアルゴリズムの分割：人工知能による
性別の偏見と公平性の理解』 （Anjana Susarla氏、ミシ
ガン州立大学教授）

6. ITU-Tのジェンダー状況報告 （TSB）

7. パネル 『標準策定においてジェンダーが重要な理由』
パネリスト：Hyoung Jun Kim （WISE副議長）、
Cristiana Flutur （ルーマニア）、Anne Rachel Inne
（ITUアフリカ地域事務局）、Nevine Tefwik （エジプ
ト）、永沼 （NEC、日本）

標準化においてジェンダー議論が重要な理由
https://www.itu.int/en/ITU-T/wtsa20/wise/Pages/default.aspx
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ITU-T活動へ参加（ジェンダー別）

ITU Women in Standardization Expert Group (WISE)

https://www.itu.int/net4/mob/wise/
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リーダーシップ役職者数のジェンダー比較（ITU-T）

Green:女性、Blue:男性

ITU Women in Standardization Expert Group (WISE)

https://www.itu.int/net4/mob/wise/
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（ご参考）Generation Connect

https://www.itu.int/generationconnect/
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多様性促進の観点から、多くの方に活躍の場が広がっています

国際会議に向けた話をいくつか・・

◆New Comerや若手・女性参加者への対応

◼少数派が不安なのは皆同じ

◼組織全体でケアする方向へシフト

◆今どきの国際会議で求められる行動

◼相手への尊重

◼透明性、情報開示

◼オフラインと公開議論のバランス

◼ルール・ガイドライン・マニュアルへ準拠

◼英語の使い方をアップデート

◆それぞれの「国」の特性や議論の傾向を知る

本スライドでお話した内容は、講師個人の見解に基づくものです。
また、文献には1993年発行のものが含まれており、当時の社会状況に基づく記載が含まれることをご了承ください。
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（ご参考）Inclusion and Diversity への取り組み

https://jpn.nec.com/inclusion-diversity/index.html
NEC Stories
https://jpn.nec.com/corporateblog/202207/01.html
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